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みんないいひと

おひとりさま「終活サロン」開催

日時 3月10日㈮午前10時～正午 対象 市内在住の単身の65歳以上の方（定員20名）

場所 あじさい会館６階　ボランティア活動室

内容 講話「おひとりさまの終活で大切なこと」　講師  行政書士  横山正直氏
交流会と情報交換など

問合 さがみはら成年後見・あんしんセンター　☎042-756-5034

　市社協では、身寄りのない単身高齢者の生活の保証やご本人がお亡くなりになった後の
取り計らいについて、契約に基づいた支援を行う「みまもりエンディングサポート」事業を開
始しました。ご自身の亡き後の葬儀、火葬、納骨、遺言など、どのような準備が必要になるの
か興味関心のある方、終活で大切なことを共有しませんか？

※みまもりエンディングサポート事業の詳細は本会ホームページに掲載しております。
　ご利用をお考えの方はホームページをご確認いただき、以下までお問合せ下さい。

ラウンジ“ふくしまつり”を開催します！
　南区内を中心に活躍するボランティア団体や当事者団体による福祉体験コーナー、福祉
事業所によるワークショップや手作り製品の販売など、楽しい企画が目白押し！
　ふくしってなんだろう？そんなことを楽しい空間で一緒に考えてみませんか？今年で開設
10周年を迎える南区地域福祉交流ラウンジに、ぜひご来場ください！

日時 3月25日㈯　午前10時～午後3時
場所 南区地域福祉交流ラウンジ（南区相模大野3-2-2ボーノ相模大野2階）
問合 ☎ 042-701-3388/FAX 042-701-3368

地域デビュー応援します！ボランティアセミナー
日時 ①3月1日㈬ 午前10時～正午　②3月4日㈯ 午後1時30分～3時

③3月15日㈬ 午後1時30分～3時30分　※いずれかにご参加ください。

場所 ①南保健福祉センター2階　情報交換ルーム
②橋本公民館　中会議室（イオン橋本店6階）
③あじさい会館6階　ボランティア活動室

申込 ①南ボランティアセンター  ☎042-765-7085
②緑ボランティアセンター ☎042-775-1761
③中央ボランティアセンター ☎042-786-6181

内容 ボランティア活動の基礎知識やエピソードをお伝えし、実際に参加できる
活動を紹介します。②は特別編！「橋本地区において地域交流のボランティ
アを始めてみよう！」をテーマに開催します。

権利擁護無料相談会を開催します！

日時 3月28日㈫・4月25日㈫　午後1時20分～4時
対象 高齢者・障がいのある方とその家族(1人40分間) 場所 あじさい会館

申込 電話による事前申込み　☎042-756-5034
（4月25日開催分は3月1日より受付)

問合 さがみはら成年後見・あんしんセンター(あじさい会館2階)

弁護士によるご近所トラブルや人間関係の困りごと、財産、相続、成年後見制度利用などの相談会

休館日のお知らせ あじさい会館　3月6日㈪
あじさい会館南分室　3月4日㈯、5日㈰

自治会に加入しよう！相模原市自治会連合会からのお知らせ
大きな災害が起こったときや、日頃安全に安心して暮らすための支えとな
る「地域の力」。その中心的な役割を担っているのが自治会です。この活動
は地域の主役である、皆さんの協力で成り立っています。皆さんの力でま
ちを元気にしましょう。

相模原市自治会連合会詳しくは、 問合 相模原市自治会連合会　☎042-753-3419

～今年度、最後の発行です～
今年度も広報「みんないいひと」をお読みいただき
ありがとうございました。
最新の情報は、本会ホームページをチェック！

市社協からのお知らせ

子育て支援の“ファミリー・サポート・センター”入会説明会
　「保育所のお迎えが間に合わない時に代わりにお願いしたい」、「リフレッシュをしたい」な
ど、生後0か月からのお子さんを対象に地域の方が見守りや預かり、送迎等を行います。（有
償）利用したい、お手伝いしたい人を対象に入会説明会を行います。※生後0～3か月未満
は、保護者がそばにいることが条件です。

日時（所要時間は１時間程度） 会　場
2月25日㈯午前10時30分～ ソレイユさがみ
3月  3日㈮午後1時30分～ 緑区合同庁舎
3月10日㈮午前10時30分～ ユニコムプラザさがみはら
3月25日㈯午前10時30分～ あじさい会館

相模原市ファミリー・サポート・センター事務局
☎042-730-3885
famisapo@sagamiharashishakyo.or.jp

問合

・会場の都合によりご家族で代表者１名のみの参加をお願いする場合がございます。
・定員は、会場により異なります。参加申し込みの際にお問い合わせください。
・感染症予防の関係で、内容に変更がある場合がございます。

要申込
(定員あり)

福祉情報ポケット福祉情報ポケット

バオバブ「早春フェア」開催
2月10日㈮～3月10日㈮ まで
毎日午前10時～午後5時
※日曜日は休業日あり（要問合せ）

日 時

あじさい会館1階場 所

ひとりで悩みを抱えないで「ほっとタイム」
①緑　区： 3月25日㈯、4月はお休み
②中央区： 3月 ８日㈬、4月10日㈪
③南　区： 3月 ７日㈫、４月３日㈪
①～③いずれも、午前10時30分～正午

日 時

①緑区合同庁舎2階　高齢者交流室
②相模原市民会館4階　第4小会議室
③南保健福祉センター2階　情報交換ルーム

場 所

認知症のご家族の介護にお悩みの方等、
誰でも参加できます！ 

内 容

☎090-7812-5257申 込
認知症家族会　友知草の会(担当：富樫)問 合

内 容 市内の障がい者事業所による手作り製品販売
ひな人形、新入学製品など多数製品を揃えています。

問 合 ☎042-757-6772

高齢者施設でお仕事しませんか？
―高齢者福祉施設協議会からのお知らせ―

（一社）相模原市高齢者福祉施設協議会で
は、市内の社会福祉法人が運営している高
齢者施設の求人情報を紹介しています。
二次元コードから早速チェック！
※求人情報は、随時更新します。
※求人情報の詳細は、各施設へ直接お問い合わせください。

（一社）相模原市高齢者福祉施設協議会
☎042-707-1136

相模原市高齢協 検 索

〒252-0236  相模原市中央区富士見6丁目1番20号  市立あじさい会館内

{info@sagamiharashishakyo.or.jp  HP http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
☎042（730）3888  FAX042（759）4382

発行

相模原市社会福祉協議会
社会福祉法人
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あ
な
た
の
地
元
に
も
！

　 

福
祉
の 

〝
か
が
や
き
び
と
〟

　
今
回
は
、
福
祉
の
現
場
で

働
く
人
を
紹
介
し
、
仕
事
や

そ
の
人
自
身
の
魅
力
を
伝
え

ま
す
。

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
な
な

か
ま
ど

　杉
谷

　彩
香
さ
ん

　
介
護
福
祉
士
と
し
て
、
緑

区
二
本
松
で
働
く
杉
谷
さ
ん

は
、
い
つ
も
大
き
な
カ
バ
ン

を
持
ち
歩
い
て
い
る
そ
う
で

す
。
「
利
用
者
さ
ん
を
楽
し

ま
せ
る
秘
密

道
具
が
入
っ

て
い
る
ん
で

す
！
」

い
る
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
て
、
思
い
切
っ
て

福
祉
の
仕
事
に
転
職
し
て
み

た
ん
で
す
。
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
「
入
職
前
は
、
介
護

の
知
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
利
用
者
さ
ん
か
ら
は

『
花
嫁
修
業
し
て
あ
げ
る
』

と
、
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
分
が
学
び
を
続

け
て
き
た
と
い
う
よ
り
、
利

用
者
さ
ん
に
育
て
て
も
ら
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」

ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
な
る
職
場

　
「
な
な
か
ま
ど
で
行
っ
て

い
る
『
手
作
り
市
』
は
、
手

芸
が
得
意
な
職
員
や
利
用
者

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
活
動

で
き
る
よ
う
、
私
が
企
画
し

ま
し
た
。
私
の
特
技
は
、
人

の
特
技
を
集
め
る
こ
と
な
の

か
も
！
」
と
笑
顔
で
語
る
杉

谷
さ
ん
。
「
大
変
だ
な
と
感

じ
る
時
も
あ
る
け
れ
ど
、
必

ず
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
く
れ
る

他
の
職
員
が
い
ま
す
。
得
意

な
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
、

困
っ
た
と
き
は
助
け
合
う
。

職
員
そ
れ
ぞ
れ
『
ス
ー
パ
ー

マ
ン
』
の
よ
う
な
存
在
で

す
。
」

太
陽
の
下
で
待
ち
合
わ
せ

　
１
月
12
日
㈭
、
施
設
内
の

駐
車
場
で
は
、
「
か
ま
ど
カ

フ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
他
の
職
員
や
Ｏ
Ｂ
と
立

ち
上
げ
た
ん
で
す
。
住
民
の

方
か
ら
は
、
か
ま
ど
カ
フ
ェ

で
偶
然
知
り
合
い
に
再
会
で

き
た
と
い
う
話
も
伺
い
ま
し

た
。
こ
こ
を
待
ち
合
わ
せ
場

所
に
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い

な
ぁ
。
」
と
、
今
後
の
抱
負

を
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

来
訪
さ
れ
た
地
域
の
方
か
ら

は
、
「
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し

い
。
ま
た
次
回
も
き
た
い

な
！
」
と
、
か
ま
ど
カ
フ
ェ

の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
様
子
で

し
た
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
福
祉
へ

　
元
々
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

勤
め
て
い
た
杉
谷
さ
ん
は
、

会
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
、
福
祉
施
設
に
行
く

機
会
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
実
は
、
学
生
時
代
の
恩
師

に
『
あ
な
た
は
機
械
よ
り
、

人
に
携
わ
る
仕
事
が
向
い
て

［
か
ま
ど
カ
フ
ェ
開
催
日
］

毎
月
第
二
木
曜
日

な
な
か
ま
ど
敷
地
内

※
天
候
等
に
よ
り
、
日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
ご
感
想
は
こ
ち
ら
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
社
協
総
務
課

☎
０
４
２
・
７
３
０
・
３
８
８
８

利用者・職員手作りの
マスクや刺し子の雑巾
（手作り市にて販売）

ご近所の方と手を取り
「次も来てね」と
お話しする杉谷さん

パ
ソ
コ
ン
の｢

困
っ
た｣

に
対
応

メ
デ
ィ
ア
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
橋
本

　｢パ
ソ
コ
ン
が
起
動
し
な

い｣｢

画
面
が
つ
か
な
い
」

「
動
作
が
遅
く
な
っ
た
」
等

の
ト
ラ
ブ
ル
は
メ
デ
ィ
ア
ッ

ク
橋
本
へ
。
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
修
理
部
門
が
持
込
み
、
出

張
に
対
応
（
要
相
談
）
。

　「
仕
事
上
ち
ょ
っ
と
し
た

や
り
方
が
知
り
た
い
」
「
ス

マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作

を
知
り
た
い
」
等
の
サ
ポ
ー

ト
は
１
回
か
ら
利
用
可
能
。

■
東
橋
本
２
の
35
の
11
／

木
・
祝
定
休
／
受
付
平
日
10

時
30
分
～
20
時
、
土
日
９
時

30
分
～
15
時
／
☎
０
４
２
・

７
０
３
・
７
９
６
２

※実施中の認知症対策
「脳トレコース」も人気

「修理に伺います！」

シ
リ
ー
ズ
～
新
ゆ
り
ド
ク
タ
ー
通
信
～

改
め
て
見
直
す
検
便
検
査

三
成
会 

新
百
合
ヶ
丘
総
合
病
院

　み
な
さ
ま
、
大
腸
が
ん
検

診
は
毎
年
受
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？

　大
腸
が
ん
は
、
か
つ
て
が

ん
死
因
の
上
位
で
あ
っ
た
胃

が
ん
と
肝
臓
が
ん
の
原
因
病

原
体
が
特
定
さ
れ
亡
く
な
ら

れ
る
患
者
さ
ん
が
減
少
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
い
ま
だ

不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
る
患

者
さ
ん
が
増
え
続
け
て
い
る

厄
介
な
が
ん
で
す
。

　検
便
検
査
は
古
く
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
検
診
で
す
が
、

☎044-322-9991（代表）
月～土　8：00～11：30
　　　13：00～16：00

内科、外科、消化器内科、内視鏡内科、消化器外科、循環器内科、心臓血管外科、
呼吸器内科、呼吸器外科、糖尿病内科、腎臓内科、人工透析内科、脳神経内科、脳神経外科、
整形外科、産婦人科、小児科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、皮膚科、形成外科、美容外科、麻酔科
（高崎正人）、眼科、放射線診断科、放射線治療科、救急科、歯科口腔外科、
心療内科（精神科）、リハビリテーション科、乳腺外科、ペインクリニック内科、血液内科、
心臓血管外科、病理診断科、内分泌内科、代謝内科、肝臓内科、腫瘍内科、緩和ケア内科

診療受付
時　　間川崎市麻生区古沢都古255

動画配信による健康講座 
2023年2月24日（金）～

緩和ケア内科部長 中西 英世 先生

「がんと診断された時から
                      はじまる緩和ケア」

視聴は二次元コードから

そ
の
有
益
性
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い

る
免
疫
法
と
い
う
方
法
で
１

年
に
１
回
便
を
提
出
す
る
こ

と
で
60
％
大
腸
が
ん
死
を
減

少
さ
せ
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
す
。
問
題
点
と
し
て
、
偽

陽
性(
正
常
な
の
に
検
査
陽
性

と
な
る
こ
と)

が
多
い
こ
と

と
、
精
密
検
査
に
よ
る
身
体

的
苦
痛
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　検
便
検
査
は
低
コ
ス
ト
で

体
の
負
担
も
少
な
く
、
が
ん

以
外
に
も
出
血
す
る
病
気
の

早
期
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
み
な
さ
ま
も
ぜ
ひ
、
毎

年
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

消化器内科
鹿野島 健二 医長

市のHPからも
確認できます

☎042-851-3193
新型コロナ暮らし・経済支援ダイヤル

（平日8：30～17：00）

申請が必要な人は手続きをお忘れなく
所得制限により、児童手当の資格が 
消滅している人又は公務員など

子育て応援臨時特別給付金相模原市独自事業

子育て世帯の生活を応援するため、令和4年12月31日時点で、
相模原市に住民登録があり、平成19年4月2日～令和4年12月31日
に生まれた子を監護する人に給付金を支給しています。児童手
当受給者は申請が不要です。

所得制限なし

｢

辛
い
痛
み
や
痺
れ
は
一
度
相
談
を｣

遠
方
か
ら
も
通
う
技
術

　た
つ
ざ
き
整
体
院

　「
ど
こ
に
行
っ
て
も
よ
く

な
ら
な
い
痛
み
に
長
年
苦
し

ん
で
い
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び

掛
け
る
の
は
、
田
名
で
開
院

し
今
年
10
周
年
を
迎
え
る

「
た
つ
ざ
き
整
体
院
」
の
達

﨑
友
希
院
長
だ
。
院
長
に
よ

る
と
医
者
に
行
っ
て
も
解
決

し
な
い
痛
み
は
、
一
度
整
体

院
に
相
談
に
行
く
と
良
い
と

い
う
。
「
な
ぜ
な
ら
、
ど
こ

も
悪
く
な
く
て
も
、
姿
勢
の

歪
み
や
骨
格
の
ズ
レ
で
痛
み

を
生
む
の
が
人
間
の
体
。
放

置
す
る
こ
と
で
ま
す
ま
す
凝

り
固
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

と
院
長
。
施
術
に
は
、
院
長

自
身
が
太
鼓
判
を
押
す
「
達

﨑
式
特
殊
背
骨
骨
盤
矯
正

術
」
を
採
用
す
る
。
こ
れ

は
、
背
骨
を
正
し
い
位
置
に

戻
す
こ
と
に
よ
り
筋
肉
、
関

節
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
す

る
も
の
で
「
即
効
性
が
期
待

さ
れ
、
か
な
り
の
方
が
２
～

３
回
で
楽
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
院
長
は
話
す
。

｢

病
名
だ
け
で

あ
き
ら
め
な
い
で｣

　達
﨑
さ
ん
は
、
一
日
１
０

０
人
以
上
の
患
者
を
抱
え
、

マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
取
材
を
受

け
る
中
村
接
骨
院
（
長
野

県
）
で
修
行
し
た
経
験
を
も

つ
。
そ
こ
で
先
に
出
た
「
達

﨑
式
特
殊
背
骨
骨
盤
矯
正

術
」
の
基
と
な
る
「
中
村
式

特
殊
背
骨
骨
盤
矯
正
法
」
を

習
得
。
９
年
前
に
田
名
で
整

体
院
を
開
院
し
た
。

　「
も
し
何
か
診
断
を
受
け

た
場
合
で
も
、
病
名
だ
け
で

判
断
し
て
あ
き
ら
め
る
の
は

早
す
ぎ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
相

談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
る
。

丁寧に施術をする達﨑友希院長

駐車場
10台有

（営）８時30分～12時
　　15時～19時
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相模原市緑区田名２１８０―10

　０１
２
０・６
７
１・９
７
１

2

●

●
●

ワークマン
バス停
清水 クリエイト

水道みち
県道48号線 レンタル倉庫

至城山

⬇看板あり
P
ココ

た
つ
ざ
き
整
体
院

メ
デ
ィ
カ
ル
痩
身
併
設
・

背
骨
骨
盤
矯
正
法
セ
ン
タ
ー

求人

「
園
バ
ス
運
転
手
」
募
集
中

時
給
１
１
０
０
円
に
課
外
手
当
も

え
て
課
外
手
当
も
。
中
型
免

許
（
限
定
解
除
）
が
必
要
、

普
通
免
許
の
み
は
不
可
。

　現
在
は
、
60
代
の
運
転
手

さ
ん
が
活
躍
中
。
「
毎
日
、

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
過
ご

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
緒
に
ど
う
で
し
ょ

う
」
と
現
役
の
運
転
手
さ

ん
。
詳
細
は
左
記
へ
☎
を
。

チ
ー
ム
」
の
新
メ

ン
バ
ー
募
集
だ
。

　仕
事
は
完
全
週

休
２
日
制
で
、
８

時
～
16
時
、
８
時

～
13
時
、
13
時
～

18
時
、
各
時
間
帯

を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
。
各
回
１
時
間

40
分
ほ
ど
の
園
バ

ス
の
運
転
の
ほ
か

園
の
お
手
伝
い
な

ど
も
行
う
。
時
給

１
１
０
０
円
に
加

運
転
手
を
募
集
し
て
い
る
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
園
児
た
ち

を
見
守
る
「
運
転
手
さ
ん

　認
定
こ
ど
も
園
「
小
山
白

ゆ
り
幼
稚
園
」
（
宮
下
本

町
）
で
は
現
在
、
園
バ
ス
の

認定こども園
学校法人山崎学園

相模原市中央区宮下本町3-4-12
☎042-773-8241

小山白ゆり
幼稚園

相
棒
の
園
バ
ス
と
現
役
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

友だち募集中無料

はじめました

LINEで
記事が
読めます

タウンニュース for LINE 

友だち追加は
コチラから▼

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
相
模
原
支
部

災
害
時
に
役
立
て
て

市
に
発
電
機
を
寄
贈

　（
公
社
）
神
奈
川
県
Ｌ
Ｐ
　
　

ガ
ス
協
会
相
模
原
支
部
（
深

澤
邦
康
支
部
長
＝
写
真
右
）

は
１
月
26
日
、
相
模
原
市
に

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
発

電
機
３
台
を
、
市
社
協
に
寄

付
金
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
し

た
。
同
支
部
の
発
電
機
寄
贈

は
２
０
０
６
年
度
以
降
今
回

が
12
回
目
。
累
計
台
数
は
36

台
に
な
る
。
社
協
へ
の
寄
付

は
１
９
７
６
年
か
ら
続
い
て

お
り
、
寄
付
総
額
は
５
０
０

万
円
を
超
え
る
。

　深
澤
支
部
長
は
「
市
の
災

害
対
策
に
貢
献
で
き
る
の
は

光
栄
」
と
あ
い
さ
つ
。
本
村

賢
太
郎
市
長
は
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

は
災
害
時
の
最
後
の
砦
」
と

感
謝
。
寄
贈
さ
れ
た
発
電
機

は
避
難
所
な
ど
で
の
電
力
確

保
に
活
用
さ
れ
る
。

受
賞
作
品
「
さ
が
み
の
ひ
ば
り
ク
ッ
キ
ー
詰
め
合
わ
せ
」

を
手
に
す
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
笹
野
さ
ん

県名菓展で技術賞
地食材使用クッキーで

下九沢の
洋菓子店

　味
や
デ
ザ
イ
ン
、
技
術
な
ど
が
優
れ
た
菓
子
を
表
彰

す
る
第
30
回
神
奈
川
県
名
菓
展
菓
子
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
が
１
月
31
日
に
横
浜
市
内
で
行
わ
れ
、
下
九
沢
の

洋
菓
子
店
・
ア
ン
フ
ァ
ン
ネ
ー
ジ
ュ
が
出
品
し
た
相
模

原
の
食
材
を
使
用
し
た
焼
き
菓
子
「
さ
が
み
の
ひ
ば
り

ク
ッ
キ
ー
詰
め
合
わ
せ
」
が
技
術
賞
を
受
賞
し
た
。

　県
内
の
魅
力
あ
る
名
菓
を

発
掘
す
る
た
め
１
９
６
１
年

か
ら
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ

て
い
る
同
展
。
本
来
な
ら
昨

年
実
施
予
定
だ
っ
た
が
コ
ロ

ナ
で
中
止
と
な
り
、
今
回
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　技
術
賞
に
輝
い
た
「
ひ
ば

り
ク
ッ
キ
ー
」
は
オ
ー
ナ
ー

の
笹
野
和
夫
さ
ん
が
生
ま
れ

育
っ
た
相
模
原
へ
の
思
い
を

込
め
た
作
品
。
「
地
元
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
、
相
模
原
の

食
材
を
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
」

と
応
募
の
理
由
を
話
す
。

　ク
ッ
キ
ー
の
形
は
幼
少
期

か
ら
親
し
み
の
あ
っ
た
ひ
ば

り
が
モ
チ
ー
フ
。
材
料
に
は

平
飼
い
有
精
卵
さ
が
み
っ
こ

や
津
久
井
き
な
こ
、
藤
野
の

柚
子
な
ど
を
使
用
、
素
材
を

生
か
し
風
味
豊
か
に
焼
き
上

げ
た
。
昨
年
11
月
か
ら
店
頭

で
も
販
売
。
一
時
は
売
り
切

れ
に
な
る
ほ
ど
、
同
店
の
人

気
商
品
に
も
な
っ
て
い
る
。

　身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

表
彰
式
に
出
席
し
た
と
い
う

笹
野
さ
ん
は
「
ほ
か
の
作
品

も
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
参
考
に
な
っ
た
」
と
感

想
を
述
べ
、
「
次
は
も
っ
と

上
を
目
指
し
た
い
」
と
さ
ら

な
る
意
欲
を
見
せ
た
。

　同
展
に
は
一
般
名
菓
の
部

18
点
、
観
光
み
や
げ
品
の
部

14
点
の
応
募
が
あ
り
、
各
部

門
ご
と
に
最
優
秀
賞
・
優
秀

賞
・
技
術
賞
が
１
作
品
ず
つ

表
彰
さ
れ
た
。

味はプレーン､ゆず､きなこ､チョコの４
種類｡サクサクの食感と鼻に抜ける素材
のかおり､食べ応えのある重量感も人気｡

ギ
オ
ン
ス
で

今
季
初
黒
星

神
戸
に
30
対
49

　
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー

グ
ワ
ン
・
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１

に
参
戦
す
る
三
菱
重
工
相
模

原
ダ
イ
ナ
ボ
ア
ー
ズ
は
２
月

５
日
、
相
模
原
ギ
オ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム(

南
区
下
溝)

で
コ
ベ

ル
コ
神
戸
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
ズ

と
対
戦
、
30
対
49
で
敗
れ
、

ギ
オ
ン
ス
で
今
季
初
の
敗
戦

を
喫
し
た
。

　
神
戸
の
速
い
パ
ス
回
し
で

２
ト
ラ
イ
を
許
し
先
制
さ
れ

る
も
、
数
的
優
位
な
時
間
に

１
点
差
に
追
い
上
げ
る
。

　
そ
の
後
、
神
戸
の
選
手
交

代
を
機
に
連
続
ト
ラ
イ
で
点

差
を
広
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。

三
菱
も
安
江
祥
光
が
２
ト
ラ

イ
と
気
を
吐
い
た
が
、
追
い

つ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
元
豪
州
代
表
の
マ
ッ

ト
・
ト
ゥ
ー
ム
ア
が
今
季
初

出
場
を
果
た
し
た
の
が
、
今

後
の
明
る
い
材
料
。

　
次
節
は
２
月
19
日
㈰
、
江

戸
川
区
陸
上
競
技
場
で
こ
こ

ま
で
無
敗
の
ク
ボ
タ
ス
ピ

ア
ー
ズ
船
橋
・
東
京
ベ
イ
と

対
戦
予
定
。
午
後
２
時
30
分

キ
ッ
ク
オ
フ
。

第 7 節

後半、今季初出場を果たしたマット･トゥームア

貧
乏
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
③

自
由
民
主
党
相
模
原
支
部
元
幹
事
長 

ぬ
ま
く
ら
孝
太

ホ
タ
ル
舞
う

里
山
の
駅
広

　
三
大
都
市
圏
の
一
体
化
に

よ
る
巨
大
経
済
圏
の
創
造
を

目
指
す
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
工
事
が
進
む
。

　
同
時
に
、
中
間
駅
で
あ
る

橋
本
駅
周
辺
整
備
計
画
が
検

討
さ
れ
て
お
り
基
盤
整
備
が

進
む
。
こ
の
計
画
は
「
相
模

原
市
広
域
交
流
拠
点
整
備
計

画
」
に
基
づ
く
土
地
利
用
の

誘
導
方
針
を
示
す
も
の
だ

が
、
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
具

体
的
な
核
が
見
え
な
い
。

　
私
な
ら
橋
本
駅
を
本
市
の

顔
に
な
る
「
居
心
地
が
良
く

歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
」
ビ

オ
ト
ー
プ
を
核
に
据
え
、
ま

ち
な
か
で
ホ
タ
ル
が
飛
び
交

う
感
動
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
幻
想

的
な
世
界
観
で
若
者
の
賑
わ

意見広告

秋田県生まれ、相模原市中央区
矢部在住。昭和第一工業高校
機械科卒（ラグビー部）【略歴】
相模原市議会議長、監査委員、
農業委員、市選挙管理委員。
中央地区連合自治会副会長
【勲章】旭日小綬章、市自治功
労賞、警視総監賞

ぬまくら孝太

☎042-752-5266
い
を
創
出
し
、
魅
力
的
な
ま

ち
に
変
貌
さ
せ
た
上
で
都
市

機
能
の
集
積
を
図
る
。

　
相
模
原
市
は
「
顔
が
見
え

な
い
」
「
へ
そ
が
な
い
」

「
自
慢
で
き
る
も
の
が
な

い
」
と
言
わ
れ
続
け
て
き
た

汚
名
を
今
こ
そ
返
上
す
る
。

　
一
方
、
緑
区
の
津
久
井
商

工
会
の
次
世
代
ま
ち
づ
く
り

構
想
委
員
会
に
よ
る
リ
ニ
ア

車
両
基
地
回
送
線
の
旅
客
線

化
を
全
面
支
援
し
、
自
転
車

に
よ
る
観
光
ツ
ア
ー
や
競
技

人
口
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
車
両
基
地
駅
を
つ
く
り
サ

イ
ク
リ
ン
グ
の
聖
地
と
し
て

普
及
に
努
め
る
。
そ
の
先
を

私
の
長
年
の
構
想
で
あ
る
津

久
井
の
山
の
千
本
桜
万
本
桜

の
観
光
名
所
に
す
る
。
私
な

ら
で
き
る
。
　
次
回
に
続
く

あと23日
ホーム開幕戦まで

３月４日㈯ vsガイナーレ鳥取
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